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子供室は、年代によって部屋のあり方が変化できる構造にできるようにしたいものです。

二人や三人、男女の場合、幼少時代は大部屋で。学齢期になったら個室に対応できるように新築

時やリフォーム時に作っておくと良いでしょう。個室として広い部屋が取れるのが理想的ですが

狭くても自分の部屋がもてることは嬉しいことです。

いまは、大部屋。もう少し大きくなったらそれぞれの部屋に分割する予定。

こちらも同様。屋根の形が天井にも。

アレルギー気味のお子さんの部屋。部屋壁・天井はを杉板で、床は檜の自然素材。


